
1．はじめに
家庭科は，生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，

衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して，よ

りよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造する資質・

能力を育成する教科である。そのために生活の中から問

題を見いだし，課題を設定し，解決方法を検討し，計画，

実践，評価・改善するという一連の学習過程を重視し，

この過程をふまえて基礎的な知識・技能の習得に係る内

容や，それらを活用して思考力・判断力・表現力等の育

成をめざしている 1。これを実現するための授業実践に

教科書が重要な役割を果たす。今回の学習指導要領の改

訂の趣旨には，小・中・高等学校の内容の系統性と学習

過程を踏まえた改善があげられている。すなわち体系的

に学習内容と学習方法を一貫してとらえた授業のありか

た，学習者の育成が求められている 2。とりわけ，その

基礎を担う小学校家庭科は，指導にあたる教員が家庭科

を専門しているとは限らず，全教科を指導する担任教員

が指導を担う場合も多い。そのことからも教科書の果た

す役割や意味は大変大きいと言える。

教科書の内容が，学習指導要領のめざす学習者像を育

成するための有効な授業づくりの手段となっているかに

ついては十分に吟味する必要がある。今回は，これまで

の他教科における教科書分析の手法を参考に小学校家庭

科の教科書を取り上げて内容を分析し，授業改善の課題

を明確にすることとした。

山岡（2010）は，過去 31 年にわたる愛媛県立高校

入試理科問題における問いかけを独自の観点から分類

し，その特徴や傾向を探ることを目的として発問分類法

を開発した 3。分析対象とした問いかけは 1331 題であ

り，「短答式」「論述式」「選択式」といった解答形式，「科

学用語」「計算」「現象説明」「理由説明」「図・グラフ」

といった内容形式の観点から分類し，検討を行っている。

山岡・隅田・中山・松本（2015）は，この分類法を用

いて，愛媛県立高校入試理科問題に加えて，中学校理科

教科書の分析を行っている 4。今回はこのように，すで

に理科で行われてきた教科書分析の手法を参考に教科書

分析を行うこととした。

2．研究目的
本研究の目的は，小学校家庭科の教科書の内容分析か

ら学習目標や学習活動の視点をより明確にした授業改善

の課題を見いだすことである。

3．研究方法
本研究の調査対象とした小学校家庭科の文部科学省検

定教科書は開隆堂「わたしたちの家庭科 5・6」（以下 K

社とする）5 と東京書籍「新しい家庭 5・6」（以下 T 社

とする）6 の 2 社である。調査対象の家庭科教科書には，

いずれも本文中にある特定の意識を促すためのマークが

付されている。例えば，「安全面に配慮させるための注

意事項」「さらに学習を発展させるための学習内容」な

どである。本研究では，「他教科での学習と関連する教

科名」及び「考えたり，調べたり，話し合ったりする活

動」の 2 種類のマークに着目した。

3-1　家庭科固有の内容分類法
3-1-1 学習過程における活動の指示言語

家庭科教科書における家庭科固有の内容を検討するた

めに，マーク「考えたり，調べたり，話し合ったりする

活動」に着目し，記述内容を内容形式から整理し，分析

を行うことを試みた。その際，山岡（2010）の発問分

類法を参考にしながら，家庭科固有の分類法を確立させ

ることにした。分類の作業は，家庭科教諭経験者 1 名，

理科教諭経験者 1 名の合計 2 名で話合いを行い，相互

チェックをしながら，総合的に判定した。

3-1-2 学習指導要領の内容と活動指示言語の関連
家庭科の学習指導要領の内容と活動指示言語の分類に

よって，その傾向を調べることとした。
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3-2 家庭科教科書における教科横断的内容の実態
家庭科教科書における教科横断的内容の実態について

調査するために，マーク「他教科での学習と関連する教

科名」に着目し，教科書の記述内容がどの教科と関連付

けられているのかを集計し，その傾向を調べることにした。

4．結果と考察
4-1　家庭科固有の分類法

家庭科教科書における家庭科固有の内容を検討するた

めに，記述内容を内容形式から整理し，分析を行った。

その結果，「実験・実習」「現状把握」「現象説明」「理由

説明」「実践報告」「創意工夫」の六つが抽出された。「実

験・実習」は，実際に手を動かし，実践的・体験的な活

動を記述させるものである。家庭科の用語として「実験・

観察・実習」という表現をとるケースも見られるが「観

察」という用語は，状況をよく観察して現状を記述させ

るという意味で「現状把握」に含めることにした。「現

状把握」は，状況を評価したうえで現状を記述させるも

のである。「現象説明」は，現象の変化の様子について

説明するものである。「理由説明」は，原理原則につい

て説明するものである。「実践報告」は，実際に行った

様子をまとめたり，発表したりするものである。「創意

工夫」は，学習成果を踏まえた上で自分のアイディアを

出していく活動を行うものである。表 1に，分類上の

具体的な記述例をまとめた。

4-2 学習過程と活動指示言語の関連
2 社の教科書の大題材構成を見てみると，K 社は第 5

学年で 11 大題材，第 6 学年で 9 大題材の計 20 大題材の

構成であるのに対して T 社は第 5 学年・第 6 学年で 15

大題材の構成である。1 題材あたりの配当時数が K 社は

平均 5.75 時間に対し，T 社は平均 7.6 時間である。いず

れの教科書も各題材をひとまとまりの課題解決のステップ

とみなし，小題材を組み立てる構成をとっている。具体的

には，大題材の構成は 2 社ともに，「ステップ 1（問題発見・

課題設定）→ステップ 2（課題解決）→ステップ 3（評価・

改善・家庭での実践）」の小題材から構成されている。

本研究では，表 1で示した分類法を用いて，教科書

中の記述内容から具体の学習活動を促す活動の指示言語

に着目し，分析を行うことにした。学習活動をわかりや

すく指示するために囲みを付けて明示したものと，囲み

で明示はしていないが本文中に活動の指示があるもの

は，表中の括弧内にカウントした。分析結果は，表 2の

ようにまとめることができた。

表 2より，2 社を比較してみると，2 社ともにステッ

プ 1 では現状把握のための活動指示が多く，ステップ 2

では実験・実習の活動指示が多いのはもとより，現状把

握や現象を説明する活動が多いことがわかる。また，ス

テップ 3 では創意工夫や発表報告の活動指示が多いこ

とが明らかとなった。課題解決のプロセスに沿った活動

の指示がなされている。さらに，T 社はステップ 1 に

も現状説明の活動指示が見られ，問題を見つけたり課題

を設定する場面でも話し合ったり考えをまとめて伝え合

う活動が指示されている。このことは対話的な学習は課

題解決のいずれのプロセスにも意図的に取り入れること

で思考を促すことに結び付く。またステップの過程にお

いて T 社は現状説明の指示が多く，K 社は理由説明の

指示が多く見られた。実験や実習の場面で何がどのよう

になっているか説明することに加えて，何故そうするの

か，そして，何故そうなったのかを言語化することは，

知識理解と思考・判断を結び付けて表現するという力に

つながる大切な活動と言えるだろう。また，T社はステッ

プ 3 に発表や報告の活動指示を具体的に場面設定した

活動が多かった。例えば，「自分の家庭生活で工夫しま

表 1　分類上の具体的記述例

  

表 2　学習過程における活動指示言語の表出比較
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しょう」のように，漠然と指示するよりも，具体的な応

用や活用を計画し，計画したことを形にして発表したり

報告をしたりする活動を位置付けている。

全体の結果から活動マーク中の活動指示言語と本文中

の活動指示言語の総数はほとんど同じ数という結果が見

られた。2 社の違いとして T 社が活動マークとして活

動指示を出しているのが 114 語中 72 語（63.1%）に対

して，K 社は 113 語中 50 語（44.2%）であった。

教科書を使う指導者の立場で考えた場合，授業を組み

立てるにあたって確実に中心にすえる学習活動がどの題

材でも毎時間，活動マークとして位置付けられていると

構想しやすく授業の目標を意識できると考えられる。あ

るいは，ステップごとの活動指示の分類に法則があると

指導者にとっても学習者にとっても見通しが立ちやすい

のではないかと考えられる。

4-3　学習指導要領の内容と活動指示言語の分類
教科書の記述内容を内容形式から整理し，前節同様に，

表1で示した分類法を用いて，分析を行うことを試みた。

現行の小学校学習指導要領解説（文部科学省，2018）

では，小・中学校においては「家族・家庭生活」，「衣食

住の生活」，「消費生活と環境」に関する三つの枠組みに

整理することが適当である，と述べられている。この分

類に従って，K 社と T 社の教科書の内容形式をまとめ

たものが表 3である。

表 3より，いずれの教科書も「衣食住」における「現

状把握」「創意工夫」が多いという傾向が見られる。特に，

T 社の「衣食住」は，全体的に多くの活動が取り入れら

れていることが特徴であるようにみえる。ただ，表 3に

示した数値は， 2 社ともに，各セルの観測度数が少ない。

そのため，更なる傾向を探る目的で，「家族・家庭生活」，

「衣食住の生活」，「消費生活と環境」に関する三つの枠

組みを合算した結果を，表 4に示すことにした。

表 4のうち，各セルの観測度数が少ない「実験・実習」

「理由説明」「実践報告」を分析対象から除外し，K 社

と T 社の比較を試みた。教科書別・内容形式別にχ2 検

定を行ったところ，有意な違いがみられなかった

（χ2 ＝ 0.7292，df ＝ 2，n.  s. , V ＝ .08）。 よ っ て，K

社と T 社の内容形式は同じような傾向がみられるもの

であると考えられる。

学習内容別に見てみると，学習指導要領の内容 B に

あたる「衣食住の生活」は内容項目や配当時数も多く，

実験・実習の活動や現状把握，現象説明の活動も多い。

実際に，実践報告や創意工夫の活動が多くみられる傾向

が見られた。表 3より，K 社は T 社に比べて活動指示

数は少ないが，教科書の小題材に活動内容を示唆するよ

うなタイトルも多く見られた。内容Ａの「家族・家庭生

活」については，現状把握や創意工夫の活動はあるが具

体的な実験や実習は行いにくいので，この内容単独では

なく，Ｂの「衣食住の生活」と関連させた学習活動の工

夫が必要である。このことは内容Ｃの「消費生活と環境」

にも同様のことが言えると考えられる。「消費生活と環

境」については共通して現象説明の活動指示が見られた。

これは生活行動や生活のしくみについて「商品の選び方」

や「金銭の使い方」「生活の仕方」には意味があること

を理解することを意識して活動の指示を出していること

がわかる。「消費生活・環境」についても「衣食住の生活」

と内容的には関連するところも多いので具体的な実習を

取り入れながら活動できる可能性も考えられる。

4-4　家庭科教科書における教科横断的内容
小学校家庭科の学習は，第 5 学年から始まるが，そ

れまでの学年で他教科での既習内容や，同学年の学習内

容と関連させて学習することが重要である。そこで 2

社の教科書について，関連教科の表記を抽出し学習の内

容事に整理することで，その特徴を探った。

表5より，2 社ともに「家族・家庭生活」では道徳，「衣

食住の生活」では理科・社会・体育と教科横断的な学習が

ある。「消費生活と環境」については，K 社のみで考えると，

社会と教科横断的な学習がある。以上より，小学校家庭科

の授業の中では「衣食住の生活」において教科横断的な学

習行う場面が多くみられることが考えられる。

表 3　家庭科教科書における内容形式

表 4　家庭科教科書における内容形式

表 5　家庭科教科書における教科横断的内容の実態
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表 5より，「家族・家庭生活」の内容は道徳との関連

が「衣食住の生活」については，体育や理科・算数・社

会との関連が，「消費生活・環境」については，社会科

との関連が見られた。ただ，表 5に示した数値は，2 社

ともに，各セルの観測度数が少ない。そのため，「家族・

家庭生活」，「衣食住の生活」，「消費生活と環境」に関す

る三つの枠組みを合算するとともに，「道徳」「算数」「音

楽」「中学（家庭科）」の 4 つを「その他」の教科とし

て合計し，再集計することにした。その結果が表 6で

ある。

表 6より，教科書別・教科別にχ2 検定を行ったとこ

ろ有意な違いがみられなかった（χ2 ＝ 0.6821, df ＝ 3，

n. s. , V ＝ .08）。よって，K 社と T 社の教科横断的学習

の実態は同じようなものであると推察できる。

学校現場における教科横断的学習については，同学年

の他教科との関連もあれば，既習事項内容として関連さ

せた教育活動を行い，今後の学習内容と複雑に関連し合

うことが考えられる。また，教科書にどこまで記載する

かも判断が難しいが，今後，デジタル教科書のような形

になればリンクで各学年や各教科の教科書に往来しなが

ら学習することも可能であろう。そのためにも指導者は

学習内容が他教科とどのように関連しているのかは教材

研究の段階でとらえておくことが重要である。

表 6　家庭科教科書における教科横断的内容の実態

5．まとめ
本研究では，次の 3 点が明らかとなった。本研究の

目的に合わせて，授業改善の視点から述べる。

まず，1 点目として課題解決のプロセスに沿った学習

過程において小学校の家庭科教科書では，2 社ともに学

習活動の指示が課題解決のプロセスに沿った学習過程に

合わせた学習活動の指示を促すマークや言語表現が明確

である。2 社を比較することで，導入のステップ 1 にお

いては，教科書にある「今の自分の生活を見つめる」「ど

のようなものか話し合う」など課題設定をするためにも

「話し合う」活動など，対話的な学習を取り入れながら，

学習のめあてを確認し。学習計画を立てていくことが重

要であることが分かった。また。家庭科の学習は実践的・

体験的活動を重視しているが，ただやってみて終わるの

ではなく，目的をもって実習をし，違いを比較したり，

分かったことを明らかにしその理由や根拠をまとめたり

するなど，知識理解と思考・判断を往来しながら学ぶこ

とが重要であることもわかった。指導者はそのための手

がかりとなる活動の指示を見落とさないようにして授業

を展開していかなければならない。教科書にできるだけ

各題材でそれがわかりやすく明記されていることで指導

者にも学習者にも見通しを持たせることができるだろ

う。ステップ 3 の家庭生活に活かすためには創意工夫

を促す学習活動の指示が多い。より具体的なことを計画

して発表したり報告したりする活動があることが望まし

いのではないかと考えられる。

次に 2 点目として学習指導要領と学習活動との関連

から，内容 B の「衣食住の生活」については，どちら

の教科書でも実験・実習の内容が多いのはもちろんであ

るが，内容 A の家族・家庭生活や内容 C の「消費生活・

環境」についてもより具体的で実践的な学習活動がある

ことが望ましいことから，内容 B の「衣食住の生活」

と関連させながら学習を進め，よりよい家庭生活に向け

て「なぜそうなっているのか」「なぜどのようにするのか」

理由や根拠を持って生活することを考えさせる授業をめ

ざすことに可能性があることがわかった。

最後に 3 点目として 小学校家庭科の授業の中では「衣

食住の生活」において教科横断的な学習を行う場面が多

くみられることが考えられることが分かったことであ

る。 K 社と T 社の教科横断的学習の実態は同じような

ものであると考えられ，いずれにしても，学習をすすめ

ながら他教科との関連について，指導者は事前の教材研

究の段階で教科書をもとに既習の学習内容としての関連

なのか，同学年の学習内容として関連しているのか。今

後の学習として関連するのかを調べておくことで効果的

な指導につながると考えられる。今後のデジタル教科書

のリンクについても期待したい。

以上のように，教科書に表出しているマークや表現の

意図をしっかり読み込んで教科書を使うことで効果的で

適切な授業ができるはずである。また，2 社の教科書の

比較から，双方の補える点も見いだせたことから，より

よい学習活動を中心に指導者も授業者も見通しを持って

効果があがる教科書の記述については今後も検討が必要

と考えられる。

今回は小学校家庭科の教科書の分析を行ったところ，

2 社に大差は見られなかったものの学習目標や学習活動

の視点をより明確にした授業改善への示唆が得られた。

今後は，テキストの分析も加えて掘り下げていくことに

よって，より明確に教育データサイエンスを活かした授

業改善の手だてを見いだしていきたい。また中学校技術・

家庭科（家庭分野），高等学校の家庭基礎・家庭総合の

教科書についても分析を行い，一貫性をもった授業改善

の方策について検討していく必要があると考えている。
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